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こ
の
た
び
、
全
日
本
仏
教
会
会
長
と
い
う
要
職
に

ご
推
挙
賜
り
、
そ
の
責
務
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
と
と
も
に
、
二
千
年
代
の
幕
開
け
に
こ
の

よ
う
な
機
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
感
慨
無
量
で

ご
ざ
い
ま
す
。

全
日
本
仏
教
会
の
歴
史
は
発
足
以
来
四
十
数
年
に

お
よ
び
、
全
一
仏
教
運
動
と
国
際
文
化
交
流
を
中
心

と
し
、
そ
の
活
動
は
着
実
に
進
め
ら
れ
、
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
会
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
歴
代
会
長
様
は
じ
め
先
輩
諸
氏
に
対
し

ま
し
て
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
混
沌
と
し
た
時
代
状
況
に
あ
っ
て
、
言
い

し
れ
ぬ
不
安
感
や
不
信
感
が
満
ち
て
お
り
ま
す
だ
け

に
、
仏
教
者
と
し
て
の
私
ど
も
に
求
め
ら
れ
て
い
る

課
題
の
重
さ
と
そ
の
使
命
を
憶
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ

ん
。私

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先
師
が
築
い
て
こ
ら
れ

ま
し
た
歩
み
に
学
び
つ
つ
、
理
事
長
を
は
じ
め
職
員

の
お
力
添
え
を
賜
り
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
衷
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
不
破
前
理
事
長
に
継
い
で
、
本
会
第

二
十
四
期
の
理
事
長
に
選
出
さ
れ
、
就
任
い
た
し
ま

し
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
北
條
成
之
で
ご
ざ
い
ま

す
。本

会
は
昭
和
三
十
二
年
に
財
団
法
人
全
日
本
仏
教

会
と
し
て
発
足
し
て
か
ら
四
十
余
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
本
会
の
前
身
で
あ
る
仏
教
懇
話
会
の
設
立
に

遡
れ
ば
、
皆
様
ご
周
知
の
通
り
、
百
年
の
歳
月
が
経

っ
て
お
り
ま
す
。

四
十
余
年
、
百
年
と
い
う
時
の
流
れ
に
あ
っ
て
、

本
会
を
取
り
巻
く
状
況
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

い
ま
、
世
界
は
人
類
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
大
き

な
変
革
期
を
迎
え
て
お
る
と
申
し
て
も
過
言
で
は
な

い
と
存
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
、
全
日
本
仏
教
会

の
理
事
長
を
務
め
る
よ
う
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
、
そ

の
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い

を
致
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
仏
陀
の
和
の
精

神
を
基
調
と
し
、
真
に
時
代
に
即
応
す
る
活
発
な
全

一
仏
教
運
動
の
展
開
と
仏
教
に
よ
る
国
際
文
化
の
交

流
を
促
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
上
は
、
大
谷
暢
顯
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
、

本
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
ご
宗
派
、
全
国
都
道
府
県

仏
教
会
並
び
に
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
並
び
に
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
不
破
仁
前
理
事
長

の
今
日
ま
で
の
ご
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
万
遺
漏

な
き
運
営
を
期
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就

任

ご

挨

拶
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一
月
二
十
六
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

で
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
、議
案
第
六
号
と
し
て「
戒

名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会
『
報
告
書
』
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」
が
上
程
さ
れ
た
。

野
生
司
総
務
部
長
（
当
時
）
が
研
究
会
の
設
置
さ

れ
た
理
由
及
び
研
究
会
の
審
議
経
過
を
報
告
、
つ
づ

い
て
荒
川
正
憲
座
長
が
『
報
告
書
』（
別
記
）
を
朗

読
し
、
こ
の
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

平
成
九
年
十
月
の
理
事
会
に
於
け
る
成
田
有
恒
浄

土
宗
宗
務
総
長
（
当
時
）
の
発
議
で
始
ま
っ
た
戒
名

問
題
の
検
討
は
、
翌
十
年
十
月
の
理
事
会
で
「
戒
名

（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会
」
設
置
が
決
定
さ

れ
る
に
至
る
。
そ
し
て
、
常
務
理
事
選
出
母
体
で
あ

る
十
宗
派
か
ら
の
推
薦
者
に
、
学
識
経
験
者
三
名
を

加
え
、
以
下
の
十
三
人
の
方
々
（
肩
書
は
全
て
当

時
）
が
委
員
に
就
任
さ
れ
た
。

荒
川
正
憲
（
全
日
本
仏
教
会
前
事
務
総
長
・
真
宗

大
谷
派
）、
井
上
信
一
（
仏
教
振
興
財
団
理
事
長
）、

小
室
裕
充
（
真
言
宗
智
山
派
教
化
セ
ン
タ
ー
専
門

員
）、
壽
山
良
知
（
高
野
山
真
言
宗
東
京
別
院
主
監
）、

中
村
秀
雄
（
曹
洞
宗
教
学
部
学
事
課
長
）、
二
階
堂

行
邦（
真
宗
大
谷
派
専
福
寺
住
職
）、石
川
浩
徳（
日
蓮

宗
現
代
教
学
研
究
所
）
長
谷
川
正
浩（
全
仏
顧
問
弁

護
士
）、
平
井
宥
慶（
真
言
宗
豊
山
派
教
化
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
所
研
究
員
）、
藤
原
東
演（
臨
済
宗
妙
心
寺

派
教
学
部
長
）、
松
野
尾
慈
音（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

基
幹
運
動
本
部
員
）、
水
谷
幸
正（
浄
土
宗
総
合
研
究

所
所
長
）、
山
田
俊
和（
天
台
宗
前
総
務
部
長
）。

研
究
会
は
、
平
成
十
一
年
一
月
に
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
同
年
十
一
月
ま
で
の
約
一
年
間
、
五
回
に
わ
た

っ
て
真
摯
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
別
記
の
『
報
告
書
』
で

あ
る
。

今
後
、
事
務
局
で
は
『
報
告
書
』
の
記
述
に
従
い
、

戒
名
（
法
名
）
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
進

め
る
予
定
で
あ
る
。

戒
名（
法
名
）問
題
に
関
す
る
研
究
会

理
事
会
に
報
告
書
提
出
し
、
承
認

全５回に亘り、熱心に討議が行われた。

現
在
、「
戒
名
（
法
名
）」に
関
し
て
、
一
般
社
会
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
会
は
、
平
成
十
年
十
月
の
理
事
会
で
設
置
が
決
ま
り
、
こ
れ

ま
で
五
回
の
会
議
を
開
催
し
て
こ
の
問
題
の
検
討
を
行
っ
て
来
た
。
そ
の
結
果
を
こ

こ
に
ご
報
告
す
る
。

本
研
究
会
は
主
に
次
の
点
に
つ
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

一
、
各
宗
派
に
於
け
る
戒
名
（
法
名
）
の
意
味
、
及
び
宗
派
間
の
相
違
点

二
、
各
宗
派
に
於
け
る
戒
名
（
法
名
）
の
種
類
等
、
規
定
や
慣
行

三
、
い
わ
ゆ
る
「
戒
名
（
法
名
）
料
」
の
実
態
、
及
び
そ
の
会
計
処
理
の
在
り
方

四
、
戒
名
（
法
名
）
に
関
す
る
一
般
社
会
か
ら
の
批
判
の
意
味
、
及
び
そ
れ
へ
の
対

応
会
議
の
席
上
、
出
席
者
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
も
の
を
要

約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

�
戒
名
（
法
名
）
に
つ
い
て
批
判
が
あ
る
の
は
、
主
に
大
都
市
部
で
あ
る
。
そ
れ

は
都
会
に
於
い
て
、
寺
と
檀
信
徒
（
門
徒
）
と
の
関
係
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。

�
今
日
の
戒
名
（
法
名
）
批
判
に
は
、
葬
儀
の
商
業
化
と
い
う
現
代
社
会
の
経
済

至
上
主
義
が
背
景
に
あ
る
。

�
戒
名
（
法
名
）
は
、
仏
弟
子
に
成
る
時
に
い
た
だ
く
名
前
で
あ
る
。
生
前
に
受

け
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
一
般
の
人
に
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
各
教
団
も
、

説
明
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
充
分
で
な
い
。

�
一
部
に
「
戒
名
（
法
名
）
料
」
と
称
し
て
、
高
額
な
請
求
を
す
る
僧
侶
が
お
り
、

そ
れ
が
仏
教
会
全
体
へ
の
不
信
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

�
戒
名
（
法
名
）
の
授
与
は
、
多
く
の
宗
派
で
各
住
職
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
差
、
寺
院
差
が
大
き
い
。
今
後
は
各
教
団
で
、
一
層
の
研
鑽
を
進

め
る
べ
き
だ
。

�
布
教
・
伝
道
を
通
し
て
社
会
の
苦
悩
を
解
消
す
る
た
め
の
努
力
を
充
分
に
果
た

し
て
い
な
い
こ
と
へ
の
批
判
が
、
戒
名
（
法
名
）
問
題
の
根
底
に
あ
る
。
仏
教
会
全

体
と
し
て
反
省
す
べ
き
だ
。

�
「
戒
名
（
法
名
）
料
」
批
判
に
応
え
る
た
め
に
は
、
会
計
処
理
を
含
め
た
寺
院

運
営
の
在
り
方
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

結
論
と
し
て
本
研
究
会
は
、
次
の
二
点
を
理
事
会
に
対
し
ご
提
案
す
る
。

一
、
今
後
、「
戒
名
（
法
名
）
料
」
と
い
う
表
現
・
呼
称
は
用
い
な
い
。

仏
教
本
来
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
僧
侶
・
寺
院
が
受
け
る
金
品
は
、
全
て
お
布

施
（
財
施
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
戒
名
（
法
名
）
は
売
買
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を

表
明
す
る
。

二
、
戒
名
（
法
名
）
の
本
来
の
意
義
を
広
く
一
般
に
知
ら
し
め
る
た
め
、
主
な
宗
派

か
ら
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
全
日
本
仏
教
会
が
以
下
の
内
容
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
、
必
要
な
所
へ
配
布
す
る
。

�
当
該
宗
派
に
於
け
る
戒
名
（
法
名
）
の
教
理
的
な
意
味
、
�
戒
名
（
法
名
）
に

関
す
る
当
該
宗
派
の
規
定
（
例
え
ば
院
号
）
又
は
慣
行
、
�
一
般
信
者
が
生
前
に
戒

名
（
法
名
）
を
受
け
る
方
法
、
�
戒
名
（
法
名
）
に
関
す
る
一
般
信
者
等
か
ら
の
相

談
窓
口

以
上

平
成
十
一
年
十
一
月
三
十
日

戒
名
（
法
名
）
問
題
に
関
す
る
研
究
会

報

告

書

２０００年４月１日
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ネ
パ
ー
ル
と
全
日
本
仏
教
会
の
相
互
不
信
に
よ
り

停
滞
し
て
い
た
折
衝
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
自
坊

で
療
養
中
の
川
島
ル
ン
ビ
ニ
ー
副
委
員
長
の
命
を
受

け
、
私
、
櫻
井
国
際
文
化
部
長
と
入
西
同
次
長
が
二

月
七
日
よ
り
九
日
に
か
け
て
、
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
し

ま
し
た
。

バ
ン
ダ
リ
青
年
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
閣
下
、
同
次

官
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
（
Ｌ
Ｄ
Ｔ
）
顧
問

ウ
パ
ダ
ヤ
氏
、
Ｌ
Ｄ
Ｔ
副
委
員
長
、
考
古
局
長
、
ネ

パ
ー
ル
大
蔵
省
顧
問
の
森
田
氏
等
と
の
間
で
前
後
四

回
に
わ
た
る
友
好
的
な
折
衝
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ネ
パ
ー
ル
よ
り
昨
年
提
案
さ
れ
た
マ

ヤ
堂
の
基
本
設
計
を
基
に
し
て
、
今
後
ネ
パ
ー
ル
と

全
日
本
仏
教
会
の
間
で
マ
ヤ
堂
の
修
復
と
遺
跡
保
存

工
事
に
関
す
る
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
詳
細
設
計

・
見
積
り
・
工
期
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
共

に
、
ネ
パ
ー
ル
に
よ
る
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
交
渉
、
全
日

本
仏
教
会
側
の
上
坂
氏
に
よ
る
考
古
学
調
査
報
告
書

の
完
成
、
ネ
パ
ー
ル
考
古
局
に
よ
る
遺
跡
保
存
工
事

レ
ポ
ー
ト
の
作
成
等
の
作
業
を
早
急
に
進
め
て
行
く

こ
と
を
合
意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
マ
ヤ
堂
修
復
遺
跡
保
存
事
業
が
ネ

パ
ー
ル
に
と
っ
て
永
年
に
わ
た
る
最
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
や
、
全
日
仏
側
に
と
っ
て
も
ネ
パ
ー
ル
よ
り

の
全
て
の
要
望
に
応
じ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
、
で

き
う
る
範
囲
内
で
新
た
な
気
持
ち
を
も
っ
て
お
手
伝

い
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
こ
と
を
互
い
に
確
認
し
ま

し
た
。

一
喜
一
憂
の
連
続
で
あ
っ
た
三
日
間
の
折
衝
会
談

を
通
じ
て
、
こ
の
十
年
余
に
わ
た
り
本
事
業
に
取
り

組
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
諸
師
の
ご
苦
労
を
痛
感
す

る
と
共
に
、
や
っ
と
釈
尊
報
恩
の
マ
ヤ
堂
建
設
の
再

出
発
点
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
へ
の
感
動
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
始
ま
る
細
部
折
衝
の
重
大
性
と
責
任
を
心

に
深
く
き
ざ
み
帰
国
し
ま
し
た
。

合

掌

ガ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
ク
マ
ー
ル
・
ラ
マ
Ｌ
Ｄ
Ｔ
副
委
員
長
（
左
か
ら
三
人
目
）

カ
ト
マ
ン
ズ
で
折
衝
会
議
開
催

二
月
七
日
〜
九
日
（
報
告
、
櫻
井
国
際
文
化
部
長
）サラド・シン・バンダリ青年スポーツ文化大臣（右から２人目）

全 仏

－４－

２０００年４月１日
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平
成
十
一
年
度
第
五
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
二

月
二
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
国
際
文
化
部
よ
り
二
月
七
日
か
ら
九
日
の

カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
ネ
パ
ー
ル
側
と
の
折
衝
と
そ
の
後

の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て
財
務
部
よ
り
過
去

十
余
年
間
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
会
計
収
支

に
つ
い
て
の
報
告
の
後
、
討
議
に
入
っ
た
。

そ
の
結
果
�
過
去
十
余
年
の
折
衝
経
過
と
収
支
明

細
等
の
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
、
�
考
古
学
調
査

報
告
書
の
完
成
を
急
ぐ
こ
と
、
�
ネ
パ
ー
ル
側
と
慎

重
に
折
衝
を
進
め
て
確
実
な
計
画
書
を
早
期
に
作
成

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
ル
ン
ビ
ニ

ー
委
員
会
で
の
検
討
と
理
事
会
の
承
認
を
得
な
が
ら
、

復
興
資
金
の
再
勧
募
額
を
審
議
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

二
月
二
十
九
日
明
照
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
本

年
最
初
の
国
際
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
櫻
井
英
幸

国
際
文
化
部
長
が
去
る
一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
執
行
委
員
会
に
出
席

し
た
時
の
状
況
報
告
と
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
マ
ヤ
堂
修
復

事
業
の
現
況
報
告
を
行
っ
た
後
、
討
論
に
入
っ
た
。

討
議
さ
れ
た
主
な
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

・
Ｗ
Ｆ
Ｂ
に
対
す
る
各
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教
会
、

寺
院
の
関
心
が
薄
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
活
性

化
の
為
に
は
、
本
会
の
取
り
組
み
方
や
Ｗ
Ｆ
Ｂ
へ
の

加
盟
形
態
等
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
本
年
は
Ｗ
Ｆ
Ｂ
五
十
周
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
る

が
、
近
い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
日
本
で
の
大
会
に
も

備
え
て
、
我
が
国
の
仏
教
界
の
現
状
を
紹
介
す
る
書

物
の
出
版
の
準
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
海
外
の
開
教
で
は
、
世
代
交
代
が
進
み
現
地
の
日

系
人
の
意
識
の
変
化
や
対
応
出
来
る
僧
侶
の
養
成
等

の
問
題
が
宗
派
を
越
え
て
発
生
し
て
お
り
検
討
し
て

行
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
月
十
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
新
年
修
正
会
が
行

わ
れ
た
。
修
正
会
法
要
の
後
、
懇
親
午
餐
会
と
続
き
、

蓮
清
典
本
会
事
務
総
長
が
来
賓
挨
拶
を
行
っ
た
。

ま
た
清
興
と
し
て
、
箏
曲
と
日
本
舞
踊
が
行
わ
れ

盛
会
で
あ
っ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

国
際
委
員
会

明照会館会議室で開催された国際委員会

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

新
年
修
正
会

仏旗バッチ
２×４．５cm ５００円

法輪バッチ
直径１cm １０００円

お申し込みは

全日本仏教会

財務部まで

２０００年４月１日

－５－

全 仏



一
月
二
十
、
二
十
一
日
の
両
日
、
真
言
宗
豊
山
派

宗
務
所
講
堂
を
会
場
に
、
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

研
究
会
主
催
に
よ
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

同
研
究
会
は
、
昨
年
六
月
八
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
京
都
を
会
場
に
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
二
度
目
と
な
る
今
回
は
東
京
地
区
で
初
め
て

の
開
催
と
な
り
、
両
日
と
も
に
僧
侶
、
一
般
あ
わ
せ

て
多
数
の
参
加
者
が
会
場
を
訪
れ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
等
の
先
進
技
術
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
い
た
。

（
文
責

社
会
部
）

※

※

※

二
十
日
は
午
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で
、「
伽
藍
仏

教
の
終
焉
！
？
」
と
題
し
、
志
茂
田
誠
諦
築
地
本
願

寺
新
報
編
集
主
幹
の
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

志
茂
田
師
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
具
体
的
な
特

性
を
挙
げ
な
が
ら
、
仏
教
寺
院
が
こ
う
し
た
新
し
い

媒
体
の
上
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と
の
意

義
を
解
説
し
た
。
そ
し
て
将
来
的
に
は
現
在
、
伽
藍

を
活
動
の
場
と
し
て
い
る
寺
院
が
、
こ
う
し
た
仮
想

空
間
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
布
教
伝
道
を
行

う
こ
と
が
ご
く
自
然
の
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
指
摘

し
た
。

ま
た
、
今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
逆
に
直
接
的
な
人
の
つ
な

が
り
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
と
人
の
直
接

交
流
の
場
、
宗
教
性
を
直
接
体
験
す
る
場
と
し
て
の

伽
藍
寺
院
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
の
で
は
と
強

調
し
て
話
を
結
ん
だ
。

翌
、
二
十
一
日
は
午
後
一
時
か
ら
二
時
半
ま
で
、

「
宗
派
教
団
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
現
状
と
今

後
」
と
題
し
て
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
委

員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス

ト
に
竹
内
弘
道
委
員
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
幹
事
）、
法
雲
俊
邑
委
員
（
真
宗
大
谷
派
宗
務

所
企
画
室
嘱
託
）、
田
代
弘
興
座
長
（
真
言
宗
豊
山

派
教
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
つ
と
め
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
今
後
の
社

会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た
状
況

の
中
、
既
成
教
団
や
寺
院
の
宗
教
活
動
が
ど
の
よ
う

に
影
響
を
う
け
て
い
く
か
、
ま
た
寺
院
の
あ
り
方
そ

の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て

全
日
本
仏
教
会
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
主
催

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

…
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
教
団
と
寺
院
…
」

志茂田誠諦師

２１日に行われたシンポジウムには多数の参加者がつめかけた

全 仏

－６－

２０００年４月１日



議
論
が
深
め
ら
れ
た
。（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内
容
詳
細

は
次
号
で
紹
介
予
定
）

両
日
と
も
、
会
場
で
は
本
会
加
盟
教
団
、
関
連
団

体
に
よ
る
教
化
資
料
等
が
展
示
配
布
さ
れ
た
。
宗
派

に
よ
っ
て
は
、
教
化
ビ
デ
オ
制
作
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

宗
派
資
料
の
請
求
、
テ
レ
ホ
ン
仏
事
相
談
、
衛
星
放

送
を
用
い
た
伝
道
番
組
の
制
作
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
を
多
角
的
に
活
用
し
教
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
所

も
多
く
、
参
加
者
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

ま
た
全
日
本
仏
教
会
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
、
本
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
園

マ
ヤ
堂
復
興
事
業
な
ど
の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
展

示
を
行
っ
た
。

ま
た
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
、
寺
院
運
営
管
理

シ
ス
テ
ム
等
の
業
者
に
よ
る
展
示
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

開
設
さ
れ
、
参
加
者
は
新
し
い
技
術
の
進
展
を
実
際

に
そ
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
っ

た
。

田
代

弘
興
（
真
言
宗
豊
山
派
）

竹
内

弘
道
（
曹
洞
宗
）

松
本

真
哉
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

法
雲

俊
邑
（
真
宗
大
谷
派
）

田
中

秀
孝
（
浄
土
宗
）

長
谷
川
義
彰
（
日
蓮
宗
）

山
口

文
章
（
高
野
山
真
言
宗
）

土
井

克
彦
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

志
井

圓
定
（
天
台
宗
）

青
木

弘
全
（
真
言
宗
智
山
派
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
財
）
禅
文
化
研
究
所

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会（

順
不
同
）

（
株
）
鎌
倉
新
書

（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｍ
Ｅ

（
株
）
寿
企
画

（
株
）
シ
ス
テ
ム
ウ
ェ
ー
ヴ

（
株
）
ア
ク
ト
シ
ス
テ
ム

（
株
）
日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン

（
株
）
大
東
工
業

（
株
）
ピ
ー
シ
ー
エ
ー

（
株
）
ビ
ー
テ
ッ
ク

（
株
）
ボ
ー
デ
ィ
ア
ッ
ク

（
株
）
青
樹
舎

（
順
不
同
）

各宗派の教化資料展示コーナー

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
委
員 真言宗豊山派宗務所内のオンラインシステム見学

展
示
会
出
展
団
体

展
示
会
出
展
業
者

２０００年４月１日

－７－

全 仏
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新
潟
県
仏
教
会
主
催
の
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
が
、

二
月
二
十
五
日
長
岡
市
の
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。中
村
啓
識
全
日
本
仏
教
会
副
会
長（
新

潟
県
仏
教
会
会
長
）
の
開
会
の
挨
拶
、
渡
邊
宗
徹
本

会
社
会
部
長
の
挨
拶
の
後
、「
最
新
情
報
に
基
づ
く

税
務
の
諸
問
題
と
墓
地
・
埋
葬
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
改
正
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
長
谷
川
正
浩

本
会
顧
問
弁
護
士
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
新
潟
県
各
地
よ
り
百
名
以
上
の
方
々
が

集
ま
り
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
も
長
時
間
に
及
ん
だ
。

最
後
に
春
日
浩
三
新
潟
県
仏
教
会
副
会
長
が
、
昨
年

の
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
で
懸
案
と
な
っ
て

い
た
第
三
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
を
、
平
成
十
三

年
に
新
潟
県
で
開
催
す
る
こ
と
を
新
潟
県
仏
教
会
理

事
会
で
議
決
し
た
こ
と
を
報
告
し
閉
会
と
な
っ
た
。

二
月
十
八
日
、
水
戸
市
の
茨
城
教
育
会
館
に
お
い

て
、
茨
城
県
仏
教
会
の
実
務
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

本
会
の
吉
橋
勝
寛
財
務
部
長
が
「
墓
地
埋
葬
法
改

正
へ
の
対
応
」
と
題
し
て
講
演
し
、
本
会
が
長
谷
川

正
浩
顧
問
弁
護
士
と
共
に
昨
年
来
、
宗
教
法
人
法
と

の
齟
齬
の
改
善
を
所
轄
庁
へ
働
き
か
け
て
き
た
結
果

を
踏
ま
え
て
、
同
法
改
正
へ
の
具
体
的
な
対
応
に
つ

い
て
実
務
的
な
面
か
ら
の
説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
宗

教
法
人
法
改
定
に
伴
う
所
轄
庁
提
出
書
類
の
整
備
や

宗
教
法
人
会
計
処
理
等
に
つ
い
て
の
実
務
研
修
も
行

わ
れ
、
多
数
の
参
加
者
の
も
と
盛
況
で
あ
っ
た
。

―
三
月
―

一
日

局
内
会
議

二
日

東
京
都
仏
教
連
合
会
元
会
長
葬
儀
参
列

九
日

法
律
相
談
室

十
日

仏
教
文
化
伝
道
賞
授
賞
式
出
席

十
四
日

日
宗
連
幹
事
会

二
十
三
日

同
和
委
員
会

法
律
相
談
室

二
十
九
日

理
事
会

局
内
会
議

三
十
日

日
宗
連
理
事
会

清
胤
徹
昭
師
（
全
仏
元
国
際
文
化
局
長
）

二
月
八
日
遷
化
、
六
十
九
歳

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
正
覚
寺
住
職

日
谷
周
暎
師
（
全
仏
元
理
事
長
）

二
月
二
十
二
日
遷
化
、
八
十
二
歳

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
会
議
員

井
上
信
一
氏
（
全
仏
元
評
議
員
）

二
月
二
十
四
日
遷
化
、
八
十
二
歳

仏
教
振
興
財
団
理
事
長

新
潟
県
仏
教
会
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー

茨
城
県
仏
教
会
研
修
会

二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
発
行

四
月
号

第
四
五
七
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

哀

悼

��������
本会ではご覧のポスターを頒布しております。明るい春
の野に静かに立って、天と地を指すお釈迦さまのお姿は、
見る人のこころに安らぎを与えることと思います。地域
仏教会、幼稚園・保育園などで広くご利用ください。

◎タテ７５�×ヨコ５２� ◎多色刷
◎１枚 １００円（送料実費ご負担ください）
なるべく早目にお申し込みください。間際のお申し
込みですと４月８日に間に合わないことがあります。
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全日本仏教会 花まつりポスター係

全日本仏教会ホームページ http://www.jtvan.co.jp/～jbf
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２０００年４月１日


